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ナーシングセレモニーを迎えて

誓いの言葉

　この式典は、学生が企画から運営を取り仕切って行ないます。
64期生が入学してから８ヶ月。今まで育てていただいた方 の々前
で、どのような気持ちをもち、これからの看護の道を目指すかを
考えることからはじめました。今回はセレモニーを迎えた学生の
気持ちと看護への「誓いの言葉」を掲載しました。

　私たち64期生が期待に胸を膨らませながら浜田医療セン
ター附属看護学校に入学してから、8ヶ月が経ちました。何もかも
が新しい環境に不安が大きくなり、これからの3年間がとてつも
なく長く思えました。
　この不安を乗り越えるためのきっかけとなったのが7月に行わ
れた2泊3日の宿泊研修です。この研修は入学したばかりの私た
ちの団結力を深めるために企画段階から学生主体で行わせて
もらっています。私たちはその企画段階でのスケジュールの見通
しが甘く、研修の2日目以降は過密なスケジュールになり終始忙
しく行動していました。しかし、忙しかったからこそ一人ひとりに
役割が生まれ連携を取ることができたという良い面もありまし
た。そこで64期生の間の絆が深まり、柔軟に対応する力も磨かれ
ました。忙しい3日間を私たち全員で乗り切ったという事実が自
信になり、64期生の仲間たちとならこれからも乗り越えていける
という希望が生まれました。私たちのナーシングセレモ二―の
テーマである希望という言葉には、64期生全体でこれから先の
困難にも立ち向かおうという意志が込められています。そして、患
者に分け隔てなく希望を与え、患者が懸命に闘病するのを支え
られる看護師になることが64期生の目標であり理想です。
　ただ未来に希望を馳せるだけではなく、64期生と積み重ねて
きた自信が慢心に変わらないように日々貪欲に知識を蓄え、高
めあっていきます。そして、「希望」というナーシングセレモ二―の
テーマや、皆様のお手元にありますしおりに書かれているそれぞ

れの理想の看護師像、誓いの言葉をしっかりと胸に刻み、互い
に支えあいながら自分自身の強い意志をもって立ち向かってい
きます。
　最後になりましたが、ご臨席いただきました学校長先生を始
め教育関係者の皆様、来賓の方々、先輩方に深くお礼申し上げ
ます。まだ知識、技術共に未熟ではありますが、これから切磋琢
磨し理想の看護師に一歩でも近づけるように精進して参ります
ので、これからもご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。
また、今まで私たちを一番近くで見守り支えてくれた家族にお礼
を言いたいと思います。今後
心配させてしまうようなことが
あるかもしれませんが、同じ夢
を追いかける私たちをどうか
これからも見守ってください。
　今はまだ個人が掲げる理
想像とは程遠いですが、日々
積極的に自己研鑽に励み立
派な看護師になります。

私たち64期生は患者に希望を与えられる看護師になります。
そのために、患者や家族の心に寄り添い、思いやりをもって接します。
一人ひとりに合った個別性のある看護を提供します。
患者の人生に携わる職であることを自覚し、
自分の行動に責任を持ちます。
優しさをもち、笑顔で接することで、患者に安心感を与えます。
看護師として、患者が療養生活の中で
充実感を得られるように関わります。
日々 の学びで看護に必要な知識や
技術はもちろん、看護師としての
人間性を養います。
私たちを支えてくださる周囲の人に
感謝の気持ちを持ちます。
同じ夢を持つ仲間と共に、
それぞれが理想とする看護師を目指します。
以上のことを誓います。

夜を彩るイルミネーション
　12月 7日（水）17:30に病院玄関で恒例のイルミネーション点
灯式を開催しました。このイルミネーションは、病院は入院患者
さんにとって療養するための場だけでなく生活の場でもあり、気
持ちよく過ごしてもらいたいという思いから始まりました。平成20
年から始まり今年で９回目となります。
　点灯式では主催者の飯田副院長の挨拶に続き、来賓の久保
田市長よりお言葉を頂きました。司会者のカウントダウンに合わ

せて、飯田副院長と久保田市長が点灯スイッチを押され、ケヤキ
の木に飾られたLEDライトやその周りの電飾が一斉に輝き、大き
な歓声があがりました。
　イルミネーション点灯後は、看護学生によるハンドベルや手話
を使った出し物が行われました。来院された皆さんや職員が記
念撮影をしたり、病棟からも多くの方が眺めたりするなど、クリス
マスに向けて気持ちがわくわくと高まってきたことと思います。

64 期生代表   辻野  清美

　11月23日に開催された万灯山公園イルミネーション点灯式
へ、64期生5名で参加しました。初めてのハンドベル演奏でとても
緊張しましたが、何とか「きよしこの夜」を演奏することができまし
た。改めて綺麗なヒマラヤ杉を見上げながら、素敵な夜だと感

じ、一足早いクリスマス気分を味わうことができました。
　伝統ある浜田の万灯山公園イルミネーション点灯式へ参加さ
せて頂きありがとうございました。

万灯山公園 イルミネーション点灯式への参加
64 期生   坂田  雅輝

ガーベラ：希望、常に前進
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